
≪事業の目的及び現在の取組み概要等≫

市民等の参画と
協働のまちづくり

（取組みに☑をし、
その内容を記載）

目標（誰（何）をどのよう
な状態にしたいのか）

男女共同参画推進センターにおいて、常時オンライン講座が実施できるようにしたい。

課題（どういうことをする
必要があるのか）

インターネット回線及び必要な機材の整備を行う必要がある。

≪事業の概要≫

事業の具体的内容
（対象、事業主体、事業
期間、総事業費、事業

費内訳等記載）

男女共同参画の推進に関する取組みを支援するための拠点施設である男女共同参画推進
センターにおいて、オンライン講座や動画配信などができるよう、新たにインターネット回線を
整備するとともに、センターの入口において、大型モニターで男女共同参画推進センターの
利用状況や男女共同参画に関する情報発信を行う。

　【事業期間】令和4年度
　【整備場所】会議室1、2、3、4、研修室1、2、和室、交流コーナー　計8カ所
　【総事業費】1,081千円
　【事業費内訳】
　　インターネット工事一式　843千円
　　男女共同参画推進センター窓口用大型モニター等購入　238千円

上記の問題点に対して
現在行っている事業の

有無
　有　・　無　　　※有の場合は事業概要を添付（委員会資料等）

当該新規・拡大事業を
行うにあたり、縮小・統

合・廃止する事業

　有　・　無　　　※有の場合は事業概要を添付（委員会資料等）
　新規・拡大事業を行うためには、今までやってきた取組みを検証し、成果や効果が低い事
務事業の終了も含めた「選択と集中」に努めることが不可欠です。

業務量の増減

32.5時間増（仕様書等作成、見積書徴取　4.5時間、実施伺発議等契約締結業務　4.5時間、
業者との打ち合わせ、連絡調整　10.0時間、履行状況確認（現場確認等）　4.5時間、モニ
ター等設置、設定等業務　4.5時間、支払等業務　4.5時間）

なにが どうなっている

市民が
男女共同参画について理解を深め、その実現に向けて行動
している。

現状・問題点
新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、情報通信技術を活用したオンライン講座など新しい
生活様式を取り入れた活動のあり方が求められているが、男女共同参画推進センター内に
インターネット回線が整備されていないため、オンライン講座が実施できない。

2025年度にめざす姿
（なにが、どうなってい

る）

なにが どうなっている

市民が 互いの人権が尊重されたまちで暮らしている。

個　別　施　策 F1-3 男女共同参画に関する意識の醸成を図ります

2025年度にめざす姿
（なにが、どうなってい

る）

整　理　番　号 24003 事務事業評価（事前）シート 提　出　日 令和3年11月2日

評価対象年度 令和4年度 事業担当課

事 務 事 業 名
男女共同参画推進センター運営費
（インターネット回線の整備）

基　本　施　策 F1 人権が尊重され、様々な分野で男女が参画するまちをめざします

人権男女共同参画室

編　成　区　分 当初

≪基本情報≫

新 規

拡 大

情報共有 参画 協働



　新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、情報通信技術を活用したオンライン講座など新しい生活様式を取り入れた
活動のあり方が求められていることから、オンライン講座や動画の配信などができるようインターネット回線を整備する
とともに、オンライン講座実施時等に大型モニターを活用できるようにするものである。
　インターネット回線の整備及び大型モニターを整備することで、利用者の利便性、快適性の向上につながることから
事業の実施は適当である。

(2) 評価会議における指摘事項

成
果

(

活
動

)

指
標

指標（単位） 男女共同参画推進センター主催のオンライン講座開催回数（回）

年　　　度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

目　標　値

財源名称　

総　　　額

4 5 6 7 8

成果指標及び
目標値の説明

令和３年度における現時点での実績は２回であり、今後オンラインを活用した講座の実施回
数を毎年度１回ずつ増やす。

評　価　結　果

(1)今後の事業の方向性と理由

予
算
額

地方債

事　業　期　間 （　　年度～　　年度　）

その他 一般財源

当　年　度 1,081 1,081

金額（千円） 国 県

単年度 単年度繰り返し 期間限定

一部不採択

所管案のとおり

企画不十分

事業規模縮小

企画不十分不採択

採択
事業のやり方改善 事業規模拡大

事業統廃合 その他


